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１．はじめに 

 建設途中で環境基準が変更された影響により，鉄

筋コンクリート構造(以下，ＲＣ)の途中から，鋼製

支柱とＰＣ板で継足して，逆Ｌ構造に変更された高

架橋の防音壁がある．この構造変更に起因する変状

対策を実施するに当たり，文献 1)で防音壁の変状と

修繕用セメント系材料の事前配合試験について述べ

た．そこで本稿では，現場における修繕工事の施工

について報告する．  

２．修繕方法の考え方 

 当該高架橋区間の逆Ｌ防音壁のＲＣ構造天端部で

は，建設途中から逆Ｌ構造に変更されたことに伴い，

頂部後打ちモルタルの浮き・剥離，折り曲げられた

主鉄筋の露出等の変状がある． 

図－１に施工フローを，図－２に上記変状の修繕

方法の施工概要を示す．後打ちのモルタルが浮いた

箇所については，その部分を含めて高さ 150ｍｍ程

度，既設のコンクリートを撤去して，新たにセメン

ト系材料で断面修復を実施する．また，建設時に折

り曲げられた主鉄筋は，曲がった部分を切断し，ひ

び割れ防止用の鉄筋を組みなおすこととした． 

図－３に修繕工事詳細を示し，図－２を補足する． 

防音壁のＲＣ構造天端部で,断面修復を実施する

だけでは，打ち継ぎ部が弱点となり，短期間で再度

浮き等の現象が生じる可能性が高い．そこで，打ち

継ぎ部を保護し，対策効果を持続させることを目的

として，打ち継ぎ部を 100ｍｍ程度被せて覆うよう

に，表面被覆工を実施することとした． 

また,線路内側では，防音壁の下端に近い箇所で，

被り不足に起因する鉄筋露出が見られたため，断面

修復を実施することとした．線路内側の変状は，局

部的なものに留まることから，表面被覆工を併用し

ないで，セメント系材料で修復し，撥水材を塗布す

ることとした．なお，ＲＣ構造天端部，および線路

内側の両方において，ケレンにより鉄筋の錆を落と

して(写真－２)，防錆材を塗布してから，セメント

系材料で断面修復を実施することとした． 

３．施工 

ＲＣ構造天端部の断面修復用セメント系材料は，ＨＰＴ(Ｔ－１)，ＭＦ550，ＭＦ550＋骨材の３種類を用い

て実施した．支柱と支柱の間を１スパンとすると，各材料について２スパンずつ，合計３×２＝６スパンの施
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 断面修復工（イメージ）

 表面被覆工（イメージ） 外 側  線路内 

図－１ 施工フロ－(RC天端部) 

図－２ 施工概要(RC天端部断面修復) 

図－３ 施工概要(修繕工事全体) 

 断面修復工（イメージ）

 表面被覆工（イメージ） 外 側  線路内 
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工を実施した．施工時の留意点を以下に述べる． 

① 既設コンクリートの撤去後，防音壁の主鉄筋の折

れ曲がった部分は切断したが，それ以外の既設の

主鉄筋は残して，これに新たなひび割れ防止鉄筋

を既設の鉄筋に沿うように組んだ(写真－１)． 

② セメント系材料(モルタル等)の打込みは，夜間作

業で実施した．各材料の練り混ぜは，事前配合試

験実施時の練り混ぜ方法に準じ，ハンドミキサを

用いて，現場で以下の要領で実施した． 

・ ＨＰＴ(Ｔ‐1)：練り混ぜ水に材料投入後２分間． 

・ ＭＦ550：練り混ぜ水に材料投入後２分間． 

・ ＭＦ550＋骨材：練り混ぜ水にＭＦ550投入後１

分間，その後骨材を投入した後に２分間． 

③ 防音壁下端付近(線路内側)の断面修復では，変状

部を削って鉄筋を出した後の，断面修復前のコン

クリート面にも撥水材を塗布した(図－３参照)．

写真－３は，断面修復後に断面修復材の表面に撥

水材を塗布した状況である．これら一連の施工に

より，断面修復材の周囲全方向からの水の回り込

みを防護する形としている． 

４．ＲＣ天端部修繕用材料の特性・施工性 

表－１に材料の特性と施工性についてまとめて示す．

寒冷時期に施工したにも関らず，強度特性・流動性は

十分であり，またセメント系材料打設から３日後に型

枠をはずしひび割れを７日間調査したが，３種類の材

料全てでひびわれも無い等，全く問題無い状態であっ

た．最後に表面被覆工を実施し，施工を完了した（写

真－４）．施工性では，「ＭＦ550＋骨材」は，練り混ぜ

が１工程多く，脱型後，骨材の分布に若干ばらつきが

見られた．ＨＰＴ(Ｔ－１)，ＭＦ550 が扱いやすいと

言える．材料選定等を含めて，今回の結果を今後の施

工に反映させていきたいと考える．参考文献 1)：高架橋

防音壁ＲＣ構造部の変状概要と修繕用セメント系材料の事前配

合試験：第 63 回土木学会年次学術講演会 投稿中 

仕 上 り 性 ○ ○ △

充 填 性 ○ ○ ○

施 工 性 ○ ○ △

品 質 ○ ○ ○

ヒ ビ 割 れ の 有 無
（ 追 跡 ７ 日 間 ）

無 無 無

48.1N/ｍ㎡

設計呼び強度(７D） 51.0N/ｍ㎡ 50.6N/ｍ㎡ 46.1N/ｍ㎡（参考値）

25.8N/ｍ㎡

3D 41.3N/ｍ㎡ 52.4N/ｍ㎡ 42.1N/ｍ㎡圧縮強度試験

6H 24.5N/ｍ㎡ 25.8N/ｍ㎡

7D 52.9N/ｍ㎡ 64.0N/ｍ㎡

ｽ ﾗ ﾝ ﾌ ﾟ ﾌ ﾛ ｰ 試 験 － － 695ｍｍ×700ｍｍ

Ｊ ﾛ ｰ ﾄ 流 下 時 間 7.43秒 8.26秒 －

水 温 6℃ 6℃ 6℃

練 上 り 温 度 8℃ 8℃ 9℃

12.5ｋｇ

外 気 温 5℃ 5℃ 5℃

25ｋｇ

水 4.3ℓ 4.3ℓ 4.3ℓ
配合 (粉体１
袋 当 た り )

粉 体 25ｋｇ 25ｋｇ

骨 材 － －

項 目 ＨＰＴ(T-1) ＭＦ550 ＭＦ550+骨材

表－1 材料特性と施工性 

写真－１ 変状部除去後鉄筋組み直し(線路内より)

写真－２ 鉄筋部錆除去(線路内) 

写真－３ 断面修復状況(線路内) 

写真－４ 施工完了(線路内) 

断面修復(RC天端部：MF550使用) 

断面修復(撥水材塗布直後) 

表面被覆工終了後

断面修復完了 
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